
PDF issue: 2025-07-02

『ベーオウルフ』のIngwine について

IWAYA, Michio / 岩谷, 道夫

(出版者 / Publisher)
法政大学キャリアデザイン学部

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政大学キャリアデザイン学部紀要 / 法政大学キャリアデザイン学部紀要

(巻 / Volume)
8

(開始ページ / Start Page)
85

(終了ページ / End Page)
101

(発行年 / Year)
2011-03

(URL)
https://doi.org/10.15002/00007390



『ベーオウルフ』の Ingwine について

法政大学キャリアデザイン学部教授 岩谷 道夫

１．

古期英語詩 Beowulf『ベーオウルフ』には、その中に何箇所か、Ingwine

イングウィネという表現が見出される。それは、『ベーオウルフ』の前半の舞

台となる Deneデネについて、『ベーオウルフ』の著者が、デネに与える賛辞

の中で、例えば、「イングウィネを御守りになる国王」（１０４４行）、「賢明なイン

グウィネの国王」（１３１９行）というふうに用いられている。

『ベーオウルフ』は、架空の人物 Beowulfベーオウルフを主人公とした、

およそ３０００行からなる叙事詩的な物語であるが、その中に現われる国家、民族

等は、おおむね実際に存在していたものと考えられる。例えば、ベーオウルフ

の故国 Geatasイェーアタスは、紀元６世紀ごろまでスカンジナヴィアに実在

していたと考えられる国家であり、ベーオウルフに怪獣グレンデルを倒すこと

を依頼したイェーアタスの友邦国 Deneデネは、今日のデンマークである。ま

た、北ヨーロッパにあって、しばしばデネおよびイェーアタスと対立していた

諸国、具体的には、Francanフランカンはフランク王国で、Hugasフーガス

はフランク王国の一部として知られており、Fresanフレーザンは、今日のオ

ランダのフリースラントの起源のフリージア王国で、Sweonスウェーオンは

今日のスウェーデンである。それらはすべて、歴史的に実在していたことが明

らかな国家、民族である。また、『ベーオウルフ』には、フランカンについて

の言及の中で、Merewioingメレウィオイングという表現が見出され（２９２１

行）、フランク王国のメロヴング王朝の国王を表わす言葉として用いられてい
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る。そして、そのような歴史的名辞の一つとして、Ingwineイングウィネとい

う表現が存在し、前述のように、デネを称える表現となっている。

ところで、ローマ帝国時代、タキトゥス、プリニウス、そしてストラボン等

によって用いられていた、Ingaevonesインガエウォネースという名辞があっ

た。その Ingaevonesは、ローマ時代、北海沿岸のゲルマン人諸部族の総称で

あった。『ベーオウルフ』の Ingwineと近似した内容を持つ可能性があると推

測されるような名辞である。

本稿では『ベーオウルフ』の Ingwineという表現が、ローマの歴史家によっ

て用いられていた Ingaevonesという表現とどのような関係を持っているか、

また『ベーオウルフ』において、なぜデネが Ingwineという表現で賛辞を与

えられているのか、について考えることにしたい。なお、本稿では『ベーオウ

ルフ』のテクストは、すべてクレーバー編の刊本を用いた（１）。

２．

まず、古代ローマで言及されていた Ingaevonesについてであるが、タキ

トゥスは、『ゲルマーニア』の中で、次のように記している（２）。

…大洋に最も近いものが、インガエウォネース、中央部分にいるのがヘルミ

ノーネース、その他のものがイスタエウォネースと呼ばれている…。

上の記述は、ゲルマン人の伝承で、自らの神と、その子である人間の始祖か

ら三人の男子が生まれたという言及がなされた後、その三人の子にちなんで命

名された部族集団について述べられた部分である。大洋というのは、その前後

の記述により、北海のことと思われる。つまり、北海に一番近いゲルマン人部

族集団が、Ingaevonesインガエウォネースということになる。インガエウォ

ネースは、北海沿岸のゲルマン人諸部族の総称であり、タキトゥスは、北海沿

岸の近くのゲルマン人部族について、あらためて別の箇所で具体的に述べてい

る（３）。そこでは様々な部族名が列挙され、例えば、フリースィー（フリージア

ン）、カウキー、キンブリー、等と続き、その次に、スエービーという部族名

が記されている。そして次に、スエービーに属する部族名が述べられている。
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セムノーネース、ランゴバルディーとネルトス諸族と総称される諸部族、すな

わち、レウディーグニー、アウィオーネース、アングリイー（アングル）、ワ

リーニー、エウドセース（ジュート）、スアリーネース、ヌイトーネースであ

る。タキトゥスによれば、ネルトゥス諸族というのはネルトゥスという女神を

信仰しているという共通項を持つ諸部族であった。また、タキトゥスは触れて

いないが、インガエウォネースという名称は、もともと Ingという神を信仰

するゲルマン人諸部族という意味を持っていた（４）。それが、北海沿岸のゲルマ

ン人諸部族という意味を持つようになったのは、その信仰を持つゲルマン人諸

部族の居住地域が、北海沿岸であったからである。

タキトゥスの少し後にゲルマン人について詳しい記述を残しているプトレマ

イオスは、タキトゥスとは異なり、インガエウォネース、ヘルミノーネース、

イスタエウォネースという三つの部族集団の分類は行っていない。しかし、北

海の沿岸に居住している部族として、フリースィー（フリージアン）、小カウ

キー、大カウキー、サクソネース（サクソン）、エウドセース（ジュート）、キ

ンブリー等に言及している（５）。興味深いのは、タキトゥスで北海沿岸の諸部族

として言及されている部族が、内陸の部族として記されている点である。例え

ば、アングリイー（アングル）、ランゴバルディー、セムノーネースである（６）。

タキトゥスにおいて北海ゲルマン諸部族のインガエウォネースに属することに

なっているアングリイーが、プトレマイオスにおいては、内陸の部族と記され

ているので、後にブリテン島に移住してアングロ・サクソン民族を形成するこ

とになるアングリイーは、そのどちらであったかという問題があり、筆者は以

前その問題を追究したことがある（７）。本稿のテーマとは直接関係を持たないの

で、ここでは触れないが、アングリイーが歴史上のある時期に、タキトゥスに

言及されている北海沿岸の居住地域から、一部が内陸に移住した可能性がある

という事だけは付記しておきたい。プトレマイオスに言及されているアングリ

イーは、その移住したアングリイーについての記述であるものと推測され、

従って、タキトゥスもプトレマイオスも、いずれもアングリイーについての記

述は部分的に正しかったものと思われる。

一方、タキトゥスより少し前の時代のプリニウス（大プリニウス）は、ゲル

マン人が次の５つの部族群、すなわち、ワンディリイー、インガエウォネー
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ス、ヘルミノーネース、イスタエウォネース、ぺウキーニーに分かれるとし、

インガエウォネースにカウキー、キンブリー、テウトニーが属するとしてい

る（８）。

タキトゥスに戻れば、三つの部族群、インガエウォネース、ヘルミノーネー

ス、イスタエウォネースの他に、マルスィー、ガンブリウィイー、スエービー、

ワンディリイーという、新たな部族群の名称を記述している（９）。タキトゥスに

おいては、前の三つの部族群と、次の四つの部族群の関係が必ずしも明らかで

はない。例えば、インガエウォネースの中にスエービーが含まれているように

記述されているので、後の四つの部族群は、前の三つの部族群の下位区分に属

しているように思われるが、一方、後の四つの中の一つ、ワンディリイーは、

古いスカンジナヴィアのゲルマン諸族の総称であり、その中に、ワンディリ

イー、ゴトーネース、ランゴバルディー、ブルグンディーが含まれ、前の三つ

の部族群と同等の部族群と考えられるからである。プリニウスの分類では、ワ

ンディリイーは、インガエウォネース、ヘルミノーネース、イスタエウォネー

ス、と並列されていて、おそらく古い時期には、プリニウスの分類のように、

ワンディリイーは、インガエウォネースと同じような大部族群だったものと推

測される。その後、スカンジナヴィアのゲルマン人諸部族であったそのワン

ディリイーの移動があり、大部族としてのワンディリイーが、ワンディリ

イー、ゴトーネース、ランゴバルディー、ブルグンディー等の個別部族に分か

れたため、タキトゥスの分類では、それらの個別部族が、上記の三部族の中に

再編されたのであろう。タキトゥスの分類は、ワンディリイーが、スカンジナ

ヴィアから移動する前後の時期を反映したものと思われ、従って、プリニウス

ではワンディリイーに属していたランゴバルディーが、タキトゥスでは、ス

エービーに属するもののように記述されている。一方、プリニウスで、ワン

ディリイー、インガエウォネース、ヘルミノーネース、イスタエウォネースと

ともに言及されているぺウキーニーは、タキトゥスも触れてはいるが、タキ

トゥスの情報の中では、既に重要な部族群としての記述は見出されない。それ

ほど年代が異ならないプリニウスとタキトゥスにおける、情報源の相違による

ものであろう。
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３．

これまで、ローマのタキトゥス、プリニウス等によって用いられていた In-

gaeovnesインガエウォネースという表現の、具体的なゲルマン人諸部族との

関連を見て来た。タキトゥス、プリニウスのいずれにおいても、インガエウォ

ネースは、北海沿岸の部族集団であることが明らかである。

『ベーオウルフ』に Ingwineという表現が見出されるが、Ingwineは、『ベー

オウルフ』の作者が、デネこそがイングウィネの代表であると称賛する場合に

用いられていた。上記のように、ローマのタキトゥス、プリニウス等の用いた

Ingaevonesは、北海沿岸のゲルマン人と関連を持つ表現であったが、そこに

は、『ベーオウルフ』に見出されるデネについての言及はなかった。それは、

西暦１～２世紀においては、デネが北ヨーロッパのゲルマン人としての名称と

しては、ローマに伝わっていなかったという事実の現われであろう。しかしな

がら、『ベーオウルフ』の作者が、イングウィネによって、アングロ・サクソ

ンとデネとの共通意識を表わし、デネをイングウィネの代表的存在として称賛

している場合、そこにかつて北海沿岸にアングル、サクソン等がいたころのイ

ングウィネを見出していることは想像に難くない。そこから言えることは、古

期英語の Ingwineがラテン語の Ingaevonesと同義であり、従って、ローマ時

代の Ingaevonesには、たとえ、タキトゥスやプリニウスに、デネに相当する

名辞が見出されないとしても、後に古期英語でデネと呼ばれることになるゲル

マン人諸部族が含まれていたということである。

『ベーオウルフ』においては、Ingwineという表現は、アングロ・サクソン

人とデネが共通意識を持つ集団として捉えられていた。それでは、アングロ・

サクソン人である『ベーオウルフ』の著者が、なぜその Ingwineという表現

を用いて、デネを称賛しようとしたのであろうか。

アングロ・サクソンンの古い伝承では、古期英語で書かれた Runic Poem

に、Ingと東デネの関係について言及しているものがあり、それはデネを Ing-

wineの代表として称える記録として考えられるものである（１０）。つまり、ブリ

テン島に渡ったアングル、サクソン、ジュート、フリージアンといった人々の、

ブリテン島に移住後の比較的早い段階で、デネに対する強い共感が示されてい
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るのである。それは明らかに、デーン人の侵入以前の事である。

ここで想起されるのは、アングルの故地についての、古期英語で記述された

言及である。例えば、９世紀のアルフレッド大王によるオロシウスの古期英語

訳には、アングルが、今日のユトランドのシュレースヴィヒに居住していた

が、それ以前にはその近くの島に居住していたという言及が見出される（１１）。

また、エゼルウェルドの『年代記』、や１２世紀のウィリアム・オヴ・マームズ

ベリーにも、関連した記述が見出される（１２）。つまり、アングルは、ユトラン

ド半島のシュレースヴィヒを重要な居住地域としていたが、それ以前には、ユ

トランド半島の近くの島嶼に居住していたというのである。

ここで、『ベーオウルフ』の冒頭における伝説的なデネの国王の Scyldシュ

ルドの渡来の記述について考えてみたい。その冒頭の部分は、後にデネの王朝

の創始者となったシュルドが、幼い時に船に乗せられて、デネの海岸に漂着し

た事実に言及している（１３）。一方、『アングロ・サクソン年代記』の８５５年に記

述されているウェスト・サクソン王家の系図は、アングロ・サクソンとは無関

係な他の国々の人物、英雄等もその中に含まれているが、例えば北欧神話の神

であるWodenから２５代目に、Sceafシェーアフという国王の名前が登場し、

そしてその七代後の子孫が Scyldシュルドとなっている（１４）。『ベーオウルフ』

の成立時期については、諸説があるが、筆者は１０世紀の前半ごろと考えてい

る（１５）。そうであれば、『ベーオウルフ』は、『アングロ・サクソン年代記』の

成立の９世紀後半より後代であり、『ベーオウルフ』の著者は、『アングロ・サ

クソン年代記』のウェスト・サクソン王家の系図に影響を受けている可能性が

あるであろう。船に乗せられてデネに漂着したデネの王朝の創始者 Scyldシュ

ルドは、『ベーオウルフ』では Scyld Scefingシュルド・シェーヴィングと記

されているが、一般的に Scefingシェーヴィングは、Scyldシュルドの呼び名

のようなものであり、シェーヴィングのシュルドという意味であると解されて

いる（１６）。例えば前述のエゼルウェルドの年代記は１０世紀後半の成立であるが、

そこでは、Scyldシュルドではなく Scefシェーフが船に乗ってデネの海岸に

到着することになっており、また Scefが Scyldの父になっている（エゼルウェ

ルドでは、『ベーオウルフ』の Sceafシェーアフが Scefシェーフになってい

る）。一方、１２世紀のウィリアム・オヴ・マームズベリーでも、Sceafシェー
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アフが、船でデネの港に漂着している。Scyldシュルドは、北欧のデンマーク

の王朝の系図にある国王 Skjoldスキョルドと、同一の人物であると考えられ

ているが、しかしながら、重要なのは、Skjoldスキョルドには、『ベーオウル

フ』のような流浪の運命は付与されていないという点である（１７）。Sceafシェー

アフと Syldシュルドの関係については、それ自体大変重要な問題であるの

で、稿をあらためて論じたいと思うが（１８）、ここで強調したいのは、『アングロ・

サクソン年代記』のウェスト・サクソン王家の系図における Sceafシェーアフ

と Scyldシュルドが、『ベーオウルフ』のデネの国王 Scyldシュルドと密接に

関係があり、またその Scyldシュルドはデンマークの王朝の国王 Skjoldス

キョルドと同一人物であるが、しかしながらデンマークには、Skjoldスキョ

ルドについて、流浪の人生は伝えられていないということである。そこから何

が帰結するか、確言は避けたいが、少なくとも、Scyldシュルドはデンマーク

人の国王であったが、アングロ・サクソン人にとっても祖先の国王であり、そ

してその Scyldシュルドの流浪の人生は、アングロ・サクソン人の海を越えた

ブリテン島への移住の体験と重なるものであるということは指摘出来よう。つ

まり『ベーオウルフ』の冒頭の部分は、『アングロ・サクソン年代記』のウェ

スト・サクソン王家の系図をもとに、翻案された物語であろうということであ

る。しかしなぜそのような冒頭の Scyldシュルドの物語が作りだされることに

なったのであろうか。それも本稿のテーマと密接に関連して来ることになるで

あろう。

ところで、『ベーオウルフ』の冒頭の描写と同じような記述が、１０世紀のザ

クセン人のWidikund von Corbeyウィディクント・フォン・コルベイに見出

される（１９）。ウィディクント・フォン・コルベイによれば、昔サクソンは、ユ

トランド半島の近くの島に居住していたが、船に乗ってユトランド半島に移住

したということになっている。ウィディクンド・フォン・コルベイの記述につ

いては、明らかな誤りが見出される点もあり、すべてを文字通りの事実とする

ことはできないが（２０）、サクソンの起源についての移住の伝承は、アングロ・

サクソンの伝承とも共通する要素を持っていて興味深い。

サクソンの起源については、以前筆者は言及したことがあったが（２１）、サク

ソンという部族が成立することになる上で、二つのゲルマン人部族が関与した
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と考えられる。一つはカウキーであり、もう一つはレゥディーグニーである。

カウキーはタキトゥスにおいて特筆されている、ゲルマン人諸部族の中でも屈

指の有力部族であるが、一方レウディーグニーは、タキトゥスには言及されて

はいるが、アングルと同じように、特に有力というわけではない一つの部族で

あった。そのレウディーグニーが、サクソンという名称になり、カウキーを併

合して、北ドイツの広大な平原を居住地域とするようになったと思われるが、

そのサクソンの伝承が前述のウィディクンド・フォン・コルベイの記述に反映

されているとすれば、ユトランドまで船に乗ってきたのは、カウキーではなく

レウディーグニーであろうと思われる。カウキーは、北は北海沿岸の地域に面

して居住していたが、その南の広大な内陸地域にも居住していて、その居住地

域は、極めて古い時代に遡るものと思われるからである。

一方、後にユトランド半島に移住したデーン人は、『ウィードシース』や

『ベーオウルフ』にも言及されているユトランド半島中部のアングル王国の

オッファ王の伝説を、デーン人の王家の伝承に取り入れ、それがサクソ・グラ

マティクスの記述になって現われているのであるが（２２）、それは、『アングロ・

サクソン年代記』のウェスト・サクソン王家の系図における Scyldシュルドの

導入の逆の場合と言えるであろう。それは、他国の英雄を自身の国家の王族と

したいという希望だけからなされたとは思われない。デーン人の中に、アング

ル人との共通意識が感じられるからこそ、オッファ王をデネの国王としたので

あろう。

アルフレッドのオロシウスで言及されている、アングルの故地としてのユト

ランド半島の近くの島嶼とは、今日のデンマークの島々の中のいずれかである

と思われ、また、そのような状況は、デーン人の故地が、スカンジナヴィア半

島南端であったことも想起させる。恐らくアングルが、ユトランド半島の近く

の島嶼からユトランド半島中部のシュレースヴィヒに移住したのと平行して、

デーン人は、スカンジナヴィア半島南端から、アングルの居住していた島嶼へ

と移住したのであろう。古代において、例えばタキトゥスにおいては、アング

ルを含む北海ゲルマン諸部族とデーン人が、敵対関係にあったという言及は見

出されない。というよりも、タキトゥスにおいては、前にも触れたが、デーン

人については言及されていない。北方の有力なゲルマン人として言及されてい
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るのは、スウェーオンとゴートである（２３）。タキトゥスの時代には、すでにゴー

トは、スカンジナヴィア半島からバルト海を渡り、ヴァイクセル川の東に居住

していた頃である。ゴートの移動したスカンジナヴィア半島南部の地域には、

そこにとどまったゴートの後裔が、後に『ベーオウルフ』に現われるイェーア

タスという国家を作っていて、また『ベーオウルフ』の舞台となるデネの国家

は、スカンジナヴィア半島南端ではなく、アングルの移住した跡地であるとこ

ろの、ユトランド半島の近くの島嶼にあった。そしてアングルとデネの間に

は、後にアングルが、サクソンやジュート等とともにブリテン島に渡った後

の、デーン人の侵入の時代に見られるような敵対関係は、存在していなかった。

以上、確認したのは、古来アングロ・サクソン人には、古い古期英語に見ら

れるように、デネをイングウィネの代表と見なすような伝承があり、また『ア

ングロ・サクソン年代記』のウェスト・サクソン王家の系図にも、デネの国王

と思われる人物の名前が記され、その伝統は『ベーオウルフ』の冒頭のデネの

国王 Scyldシュルドの物語にも反映し、後代のエゼルウェルドの年代記、ウィ

リアム・オヴ・マームズベリーにも、内容の変更はあったが、デネの王朝に対

する共感、尊崇の伝統は、受け継がれていったということである。つまり、

『ベーオウルフ』で言えば、デネを Ingwineイングウィネとして称賛する伝

統を受け継ぎ、またそれは、アングロ・サクソン人が、デネと共通の起源に遡

るという歴史認識を持っていたということであった。しかしながら、古くから

のアングロ・サクソン人のデネに対する尊崇の伝承は、そのまま『ベーオウル

フ』におけるデネの Ingwineイングウィネとしての称賛に直結するであろう

か。つまり結果的にそこに古来の伝承との一致が見出されるとしても、それが

アングロ・サクソン人に持続し続けていた伝承の現われであろうか。その間に

何らかの断絶が、言葉を換えれば、歴史的事件による状況的変化が介在してい

るように思われる。またそのことが『ベーオウルフ』の成立に、深く関与して

いるように思われるのである。

４．

前項の最終部分で、アングロ・サクソン人社会にデーン人に対する尊崇の念

が受け継がれていたことを確認し、また、それが持続的に受け継がれたもので
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あったか否かについて、問を提示した。その伝承には明らかに断絶が存在して

いる。それは、具体的にはデーン人の侵入によるものであり、デーン人の侵入

から始まり、その帰着点としてのデーン・ローの確立によって終止符を打つ時

期である。そのデーン・ローの確立以後に『ベーオウルフ』が成立したと推測

されるのであるが、まさにそのデーン・ローの確立という歴史的事実こそ

『ベーオウルフ』が成立した契機として捉えられるのではないだろうか。デー

ン人の侵入は、『アングロ・サクソン年代記』によれば、７８７年から８７８年まで

であるが、その時期は、アングロ・サクソン人とデーン人の対立が最も激し

かった時期であり、アングロ・サクソン人の詩人が、デネを舞台とし、デネを

いささかなりとも称える物語であるところの『ベーオウルフ』を著わしたとい

うことは考えられない。デネに対する共通意識の伝承が復活したのは、当然の

ことながら、デーン人の侵入が終わり、デーン人がアングロ・サクソン人に

よって、イングランドの中部から北部に、デーン・ローという自治区を与えら

れた時以降であろう。その時以降、アングロ・サクソン人にとって、イングラ

ンドにおけるアングロ・サクソン人とデーン人の融和が、国家の維持にとって

最重要事項になり、その結果、かつては存在していたが、百年間ほど失われて

いたアングル社会におけるデネに対する親近性を持った捉え方が、復活したも

のと思われる。

そのアングルのデネに対する以前の捉え方の復活が具体的な作品として結実

したのが、『ベーオウルフ』と言えるのではないであろうか。アングロ・サク

ソン人とデーン人の共存の重要性を特に強調しようとする『ベーオウルフ』の

作者の意図は、デーン・ロー地域のデネの存在に起因するものであるように思

われる。前述のアルフレッドのオロシウス、エゼルウェルドの『年代記』にも、

アングルとデネの居住地域と移動の軌跡が見出された。『ベーオウルフ』の成

立は、アルフレッドのオロシウスとエゼルウェルドの年代記の間の時期であっ

たと思われるが、すでにアルフレッド大王により、デーン・ローが確立し、ア

ングロ・サクソン人とデーン人の共生が開始していた。

アルフレッド大王によるオロシウスの古期英語訳には、Ohthereオーホト

ヘレとWulfstanウルフスタンという二人の人物による、スカンジナヴィアお

よび北ドイツとその東方の航海譚を通して、当時の北ヨーロッパの Germania
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の状況が、詳しく伝えられているが（２４）、興味深いことに、アルフレッド大王

は、少し前までイングランドを存亡の危機まで追い込んだデーン人に対して、

憎悪や敵愾心を微塵も示していないということである。むしろ、デーン人、そ

してその他のスカンジナヴィアのゲルマン人に対して、共感が示されている。

その共感は、かつて祖先を共有していたという同族意識から生じているもので

ある。デーン人の侵入を抑え、イングランドを統一し、デーン・ローを確立し

たアルフレッド大王には、すでにそのような、デーン人とアングロ・サクソン

人の一体感、同一国民としての共通意識が存在していたのである。

繰り返せば、『ベーオウルフ』には、作者による、アングルとデネの共通意

識の強調が感じられ、それがデネに対する称賛となって現われていた。つま

り、Ingwineイングウィネの象徴としてのデネという称賛は、アングロ・サク

ソン社会において、アングルが、まさにイングウィネの象徴的存在であるとい

う認識の、かつてのあり方を垣間見させる作者の意図と言えるのである。

チャドウィックは次のように述べている（２５）。すなわち、歴史時代には、西

バルト海のテュートン（ゲルマン）民族は、すべて the Danesデーン人の中

に包含されている；『ベーオウルフ』の成立した時代に、Ingwineは用いられ

なくなりつつあったようであるが『ベーオウルフ』では、Deneと Ingwineは

明らかに同義語である；ブリテン島の Angliは自らを the Danesの中には全

く含めていなかったように見えるが、それは Deneという名称が、Angliがブ

リテン島に侵入する以前には集合的名辞としては用いられていなかったという

理由によるものであろう；結局、中世の the Danesとは、１世紀の Ingaevones

と同じであると考えても良いであろう、と。

チャドウィックは、デーン人を一般的に考えられている内容よりも、広範な

領域を占めていたゲルマン人部族集団と考え、タキトゥスの Ingaevonesは、

the Danesと同義であるとしている。アングロ・サクソン人とデーン人は、

チャドウィックの述べるように、確かにもともと同族であった。しかしなが

ら、『ベーオウルフ』の中で見出される共通項は、その起源的な同族性に起因

するものであろうか。むしろその起源的な同族性の伝統が失われたという喪失

感があり、それが契機となり、Ingwineという表現が用いられているように思

われるのである。『ベーオウルフ』の著者のアングロ・サクソン人は、実際の
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デーン・ローに居住するデーン人が、包括的な Ingaevonesつまり Ingwineで

ないことを知っていた。デーン人がかつての包括的な Ingwineではないこと

を知っていたがゆえに、そこに現実のデーン人を仮託したのではあるまいか。

ナイルズは、『アングロ・サクソン年代記』の系図に現われる Scyldシュル

ドが、『ベーオウルフ』の冒頭において、デネの伝説的な国王としてシェーヴィ

ングのシュルドとして現われることで、デネとアングロ・サクソンの王朝が共

通であることが示されるとし、そこに『ベーオウルフ』の作者の意図があった

とする（２６）。その伝説は、とりわけデーン・ロー地区における、アングル・サ

クソン人とデーン人の融合、融和を希求したものであるとする。ナイルズの指

摘は、明らかに正しいと思われるが、そのシュルドと共に、『ベーオウルフ』

の作者は、はるか昔の Ingaevones に遡る Ingwineという言辞を用いて、ア

ングロ・サクソン人とデーン人の、北海ゲルマン人としての失われたアイデン

ティティの同一性を呼び起こそうとしたのである。

『ベーオウルフ』（１０４４行目）で著者がデネの国王フロースガールに対して、

「イングウィネの君主」という表現を用いているのは、著者が、デネを、イン

ガエウォネースとしての共通項、共同体意識を強調し、そしてデネこそが、ア

ングロ・サクソンとデネの共同体意識の主体としての民族であるということを

表現したかったのであろうと思われる。つまり、イングを中心にしたアング

ロ・サクソンのインガエウォネースとしての共同体の存立は、アングロ・サク

ソン人ではなく、ひとえにデネ、つまりデーン人にかかっているというメッ

セージであろう。それはなぜであろうか。

５．

以上、『ベーオウルフ』の Ingwineという表現について、その意味と、その

言葉が『ベーオウルフ』で用いられている理由を考えて来た。『ベーオウルフ』

の Ingwineイングウィネとは、タキトゥスの『ゲルマーニア』に登場する In-

gaevonesインガエウォネースのことで、古くから、ローマ人に知られていた

北海ゲルマン人の一大部族集団であった。タキトゥスの『ゲルマーニア』で

は、インガエウォネースの中に、アングリイー（アングル）は言及されている

が、後のデネに相当するゲルマン人部族は言及されていない。しかしながら、
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『ベーオウルフ』では、デネこそがインガエウォネースの本流であるように記

されている。

それは、後にアングロ・サクソン人と呼ばれるようになったゲルマン人諸部

族が、タキトゥスやプリニウス等のローマ人の記録には言及されていなかった

としても、北海そしてバルト海沿岸地域において、後にデーン人と呼ばれるよ

うになったゲルマン人諸部族の存在、そしてその実体を、ブリテン島に移住す

る以前から知っていたからであろう。

アングル、サクソン、ジュート、そしてフリージアンといった北海沿岸のゲ

ルマン人諸部族がブリテン島に侵入し、ケルト人を追いやり、定住し、アング

ロ・サクソン人となって諸王国を建設し、そこがイングランドと呼ばれるよう

になった後、北海、そしてバルト海沿岸のゲルマン人が、今度はデーン人とし

てブリテン島に侵入することになり、イングランドを存亡の危機まで追いやっ

た。およそ百年続くデーン人の侵入を抑え、イングランドを統一したアルフ

レッド大王は、デーン人にデーン・ローという自治区を与え、そしてデーン人

とアングロ・サクソン人の融和を目指し、共にイングランド人としての同一性

を追求した。

そのアルフレッド大王の精神の延長上に成立したのが『ベーオウルフ』であ

ると言えるであろう。『ベーオウルフ』は、Ingwineイングウィネという表現

を通して、アングロ・サクソン人が、デネと共通の価値体系を持っていること

を呼び起こし、イングウィネの代表をデネに仮託することにより、それを確

認、強調しているからである。なぜ、それほどまでにイングウィネにデネを仮

託する必要があったのか、それは、アングロ・サクソン人にとって、イングラ

ンドの統合のために、デネとアングロ・サクソンの融和が、極めて重要だった

からである。

『ベーオウルフ』（１０４４行）で、デネの国王フロースガールに対して、「イン

グウィネの国王」という表現が用いられているのは、著者が、インガエウォ

ネースとしての共通項、共同体意識を強調し、そしてデネこそが、アングロ・

サクソンとデネの共同体意識の主体であるということを表現したかったのであ

ろうと思われる。つまり、それは、共同体国家としてのイングランドの存立

は、ひとえにデネ、つまりデーン人にかかっているというメッセージである。

『ベーオウルフ』の Ingwine について ９７

Hosei University Repository



それゆえ、『ベーオウルフ』においてイングウィネが、アングロ・サクソンと

デネの統合の象徴としての意味を付与され、そしてデネこそが、その統合の担

い手であるとしたのであろう。

デーン人の侵入でアングロ・サクソン社会の伝統は破壊されかけたが、統一

国家に向けて再生する時に、『ベーオウルフ』の著者は、失われたアイデンティ

ティの復活のために、Ingwineイングウィネという表現を用いて、かつてのア

ングロ・サクソンとデネとの関係を再確認し、イングランドの統一のために、

デネこそがイングウィネの代表と記した。その『ベーオウルフ』の著者にあっ

たのは、イングランド統一に対する痛切な危機意識であった。デーン・ローの

成立のおよそ二百年後、ノルマン・コンケストによって中世イングランドに新

たに劇的変化が生じたが、今日の英語を形作っている重要な要素の多くが、か

つてのデーン・ロー地域の英語から発していることを考えると、『ベーオウル

フ』の著者が希求した、イングウィネとしてのアングロ・サクソン人とデーン

人の融和は、十二分に達成されたと言うことが出来るであろう。
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ABSTRACT

Ingwine in Beowulf

Michio IWAYA

In Beowulf , the oldest epic written in Old English, can be found the ex-

pressions of Ingwine several times. They are used to signify the unity be-

tween the Danes and the Anglo−Saxons, especially to emphasize the praise

on the Danish dynasty. Roman writers such as Tacitus and Plinius had re-

ferred to the North Sea Germanic tribes as Ingaevones, presumably named

after one of the three sons of the Germanic God. Ingaevones had the mean-

ing of the comrades and followers believing in Ing and included in them

were the Angles, the Jutes and the Frisians who later migrated to Britain.

But in the Roman works can be found no references to the Danes, so we have

no written records about the Danes as Ingaevones.

Ingwine in Beowulf apparently has the same meaning as Ingaevones in

Roman times, because it is used in the context that the author praises the

Danes as the symbolic representative of Ing−peoples including the Angles.

But in Roman times, as stated above, we had never found the Danes as In-

gaevones. Then why were the Danes referred to as Ingwine in Beowulf and

why did the author of Beowulf praise the Danes so enthusiastically? This

paper aims to solve those problems. The historical incidents such as the

Danish invasion and the establishment of Danelaw might have some impor-

tant intermediation in it.
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